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は じ め に 
 

 

この消防概況は、令和３年(２０２１年)中における城陽市消防の現

況と業務内容を統計的に収録編成したものです。 

この概況が消防、防災の資料としてご利用いただければ幸いに存

じます。 

 なお、収録の統計については、原則として暦年をもって作成し、

組織及び人事については、会計年度をもって作成いたしました。 

 

 

 

 

 

令和４年(２０２２年)６月 

 

                城陽市消防長 

                   南 郷  孝 之  
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第１  総  括 

 

 城陽市の概況 

位  置（城陽市役所） 

市    章          東  経  １３５°４６′５８″ 

北  緯   ３４°５０′３６″ 

   

面  積  ３２．７１平方キロメートル 

                   東  西  ９．０キロメートル 

                   南  北  ５．４キロメートル 

 

人  口 ７４，０３９人   

世 帯 数 ３０，５７６世帯 

                人口密度  ２，２６３人／㎢ 

                自治会数    １２９自治会 

 

 

 

 人口・世帯数の推移（各年１月１日現在） 

 74,635
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消 防 の あ ゆ み 

明治１４年        青年団即火水防組設置 

明治２７年        「消防組規則」公布 

大正 ８年 ８月 ７日  淀川木津川水防予防組合設置 

大正１１年 ３月 ８日  久津川村消防組設置 

大正１１年 ８月 ８日  青谷村消防組設置 

昭和 ６年 ４月 １日  富野荘村消防組設置 

昭和１４年 ４月 １日  寺田村青谷村、警防団設置 

昭和１４年 ４月２９日  富野荘村警防団設置 

昭和２２年 ４月 １日  青谷村消防団設置 

昭和２２年 ９月２６日  寺田村消防委員会設置 

昭和２２年１０月 ８日  富野荘村消防団設置 

昭和２２年１０月１５日  寺田村消防団設置 

昭和２６年 ４月 １日  久世郡久津川、寺田、富野荘、綴喜郡青谷の 

             4 村合併町制施行 久世郡城陽町 

昭和２７年 ４月 １日  城陽町消防団設置 

昭和４３年 ４月 １日  城陽町消防本部設置 

昭和４３年１０月 １日  城陽町消防署設置 

昭和４４年 ４月 １日  城陽町消防署救急業務開始 

昭和４５年 ４月 １日  城陽町消防本部消防署政令指定 

昭和４５年１０月 １日  城陽町救急業務政令指定 

昭和４６年 ３月２０日  城陽町消防本部消防署庁舎新築運用開始 

昭和４７年 ４月 １日  城陽町消防団、久世、今池分団設置 6 分団制 

             に改革 

昭和４７年 ５月 ３日  市制施行 城陽市（府下 8 番目） 

昭和５０年 ５月２６日  京都府危険物安全協会久世郡支部から城陽 

支部として独立 

昭和５３年 ３月１２日  城陽市消防署青谷出張所設置 

昭和５６年 ４月 １日  城陽少年消防クラブ発足 

昭和５６年 ４月 １日  城陽市危険物安全協会に改称 

昭和５６年 ７月 １日  城陽自衛消防隊連絡協議会発足 

昭和５７年 ４月 １日  ＬＰガス城陽市域防災連絡協議会発足 
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昭和５７年 ６月 １日  消防本部機構改革課制実施（3 課・7 係・1 

             室・１出張所） 

昭和５９年 ４月 １日  城陽市婦人防火クラブ発足 

昭和６１年 ４月 １日  消防本部機構改革実施（2 課・7 係・1 室・  

  1 出張所） 

昭和６３年１０月１６日  第 43 回国民体育大会・京都大会（柔道・馬 

～１９日  術）開催、会場警備 

平成 元年 ８月２２日  京都府総合防災訓練、木津川河川敷で実施 

             参加機関 33 団体、参加人員 3,300 人  

平成 ２年 ４月 １日  消防本部機構改革実施（3 課・7 係・1 室・  

             1 出張所） 

平成 ２年 ４月１９日  城陽市消防本部消防署庁舎移転新築運用開始 

             消防緊急情報システムⅡ型稼動 

平成 ５年 ３月２２日  消防訓練塔竣工 

              主塔  高さ 16.0ｍ（鉄骨造 4 階建） 

              副塔  高さ  9.4ｍ（鉄骨造 2 階建） 

平成 ６年 ９月 ２日  城陽市総合防災訓練実施（木津川河川敷） 

             参加機関 16 団体 参加者 1,020 人  

平成 ７年 ４月 １日  消防本部機構改革実施（3 課・8 係・1 室・  

             1 出張所） 

平成 ７年 ５月 １日  幼年消防クラブ発足 

平成 ８年 １月１７日  1.17 城陽市防災訓練及び救援ボランティ  

             ア訓練、参加団体 5 団体、221 人  

平成 ８年 ３月１５日  高規格救急車運用開始 

平成 ８年 ９月 １日  消防緊急情報システム更新稼動 

平成 ９年 ３月     地域防災無線設置    121 基  

             （基地局 1、中継局 1、半固定局 54 

             車載用 16、携帯局 45）  

平成 ９年 ８月     市内で初めて校区を対象とした自主防災組織 

             深谷校区防災推進委員会発足、同防災訓練実

施 参加団体 13 団体他、参加者 1,338 人  

平成１０年 ４月     消防業務管理システム運用開始 

              総務課 消防職員、消防団員管理システム 
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予防課 防火対象物台帳、危険物台帳、防 

                  火管理者等管理システム 

              警防課 火災・救急統計管理システム 

平成１０年 ４月     携帯電話 119 番通報システム（分散受信方 

             式）運用開始 

平成１１年 ４月 １日  25ｍ級はしご車配備運用開始 

平成１２年 １月１６日  城陽市総合防災訓練実施（木津川河川敷） 

参加機関 26 団体、参加者 1,300 人  

平成１４年 ４月 １日  青谷出張所高規格救急車運用開始 

平成１４年 ９月 ２日  消防緊急情報システム更新稼動 

             発信地表示システム運用開始 

平成１５年 ３月     緊急援助隊用高規格救急車の整備 

平成１６年 ４月 １日  城陽市消防団条例定員 275 人に改正 

平成１６年 ６月 ６日  女性消防団員結成（部長以下 10 人） 

平成１７年 １月１６日  城陽市総合防災訓練実施（木津川河川敷） 

             参加機関 29 団体、参加者 1,000 人  

平成１７年 １月２８日  ＩＰ電話 119 番通報受信システム運用開始 

平成１７年 ４月 １日  城陽市消防署久津川消防分署新築運用開始 

             消防本部機構改革実施｢消防本部(総務課・予

防課)消防署(警防課・久津川消防分署・青谷 

             消防分署)」  

平成１８年 ２月 １日  携帯電話 119 番通報直接受信運用開始 

平成２２年 １月１７日  城陽市総合防災訓練実施（仮称：木津川右岸

運動公園） 

             参加機関 33 団体、参加者 838 名  

平成２２年 ３月     消防団車両に小型動力ポンプ付積載車（デッ

キバンタイプ）を採用、富野荘分団車を更新 

平成２３年 ４月 １日  消防緊急情報システム部分更新 

平成２３年 ４月 １日  統合型発信地表示システム運用開始 

平成２５年 ４月 １日  城陽市消防署青谷消防分署移転新築運用開始 

平成２５年 ４月 １日  消防緊急情報システム部分更新 

平成２６年 ４月 １日  消防救急デジタル無線運用開始 

平成２６年 ４月 １日  消防署に救急課を新設 

平成２６年 ４月 １日  城陽市危険物安全協会と城陽自衛消防隊連絡
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協議会が統合し、城陽市防火危険物安全協会

発足 

平成２７年 １月１８日  城陽市総合防災訓練実施（独立行政法人国立

病院機構 南京都病院） 

             参加機関 38 団体、参加者 507 名  

平成２７年１０月     指揮車を新規配備（本署配備） 

              災害対応特殊消防ポンプ自動車（ＣＡＦＳ搭

載）に更新（緊急消防援助隊登録車両）（本署

配備） 

平成２７年１０月１７日  平成 27 年度緊急消防援助隊近畿ブロック合 

       ～１８日  同訓練実施（城陽山砂利採取地、陸上自衛隊 

             長池演習場、府民スポーツ広場等） 

             参加団体 25 団体 

             参加消防機関 135 本部・585 名  

平成２９年 ４月３０日  新名神高速道路開通（城陽ＪＣＴ・ＩＣ～八

幡京田辺ＪＣＴ・ＩＣ）に伴い、八幡市・京

田辺市との 3 市で消防相互応援協定を締結 

平成３０年１１月     30ｍ級はしご付消防自動車に更新（本署配備） 

令和 ２年 １月２６日  城陽市総合防災訓練（プレミアムアウトレッ

ト建設予定地） 

             参加機関 43 団体、参加者 533 名  

令和 ２年 ４月 １日  城陽市消防本部・消防署移転新築運用開始 

令和 ２年 ４月 １日  高機能消防指令センター運用開始 

令和 ２年 ４月 １日  ＮＥＴ１１９緊急通報システム運用開始 

令和 ２年 ４月 １日  電話通訳センターを介した三者間同時通訳に

よる多言語対応の運用開始 

令和 ２年 ４月 １日  城陽市初の女性消防吏員採用 

令和 ３年 １月     全消防団車両を小型動力ポンプ付積載車（デ

ッキバンタイプ）へ更新配備完了 

令和 ３年 ２月     資機材搬送車１台を増台配備（緊急消防援助

隊登録車両）（本署配備） 

令和 ３年 ３月     富野荘分団本部（東富野支部器具庫併設）新

築整備 
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災害史 

 

明治  ３年 ２月２９日  市辺村組青谷山内字池ノ首で山林火災約 3.0

ヘクタール焼失 

明治 ９年１１月     木津川寺田堤防決壊、八丁あらす地浸水 

明治１７年 ７月１３日  青谷川決壊、市辺村 11.2 ヘクタール田地浸水 

明治１８年 ７月 １日  木津川春日森堤防決壊、寺田村 15.0 ヘクター

ル、平川村 10.0 ヘクタール浸水 

             （ 6 月 30 日巨椋池堤防決壊） 

明治２１年 ８月３１日  暴風雨により、富野村 15 棟、枇杷庄村 4 棟  

             中村 17 棟、家屋倒壊 12 棟半壊 

             寺田尋常小学校破損 

明治２２年 ６月１８日  木津川富野堤防決壊、540.0 ヘクタール田地

等浸水 

明治２９年 ７月 ９日  木津川洪水、巨椋池氾濫 

             （府下全域に大洪水被害） 

明治３６年 ７月１０日  長谷川奈島堤防決壊、1.0 ヘクタール田地浸

水 

大正 ６年 ９月２９日  台風により、南山城地方で死者 11 人発生 

昭和 ９年 ９月２１日  室戸台風により、各村の被害大 

昭和１０年 ８月１０日  集中豪雨により、各河川氾濫寺田村 189 戸浸  

       ～１１日  水  

昭和１８年 ７月 １日  木津川春日森堤防決壊、家屋、田地等浸水 

昭和２４年 ６月１８日  デラ台風により、青谷村被害 

昭和２４年 ７月２９日  ヘスター台風により、木津川増水 寺田村山

川筋堤防決壊 

昭和２５年 ９月 ３日  ジェーン台風により、各村の被害大 

昭和２６年 ７月 ２日  7 月豪雨、ケート台風により、420.0 ヘクタ 

～１３日  ール田地浸水その他被害甚大 

昭和２６年１０月１４日  ルース台風により、水稲被害大 

昭和２７年 ６月２２日  ダイナ台風により、長池開拓農場他被害大 

       ～２３日 

昭和２７年 ７月 ２日  集中豪雨により、林道流失等被害大 

昭和２７年 ７月１１日  集中豪雨により、城陽町内 130.0 ヘクタール 

～１２日  水稲冠水 

昭和２７年 ７月１８日  深夜地震により、家屋全壊 1 棟、半壊 13 棟男

子中学生 1 人ショック死（吉野地震） 
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昭和２８年 ８月１４日  南山城水害により、家屋流失 1 棟、半壊 1 棟、

床上、床下浸水多数 

昭和２８年 ９月２４日  台風 13 号により、南山城大風水害、家屋半壊 

～２５日  35 棟、床上浸水 200 戸、床下浸水 1,300 戸他、

被害総額 6 億 1 千万円 

昭和３４年 ８月１３日  台風 6 号により、長谷川決壊、床上浸水 11 

     戸、床下浸水 250 戸  

昭和３４年 ９月２６日  伊勢湾台風により、木津川大増水、西富野、 

～２７日  水主間堤防漏水 20 箇所におよぶ 

昭和３６年 ９月１６日  第 2 室戸台風により、家屋全壊 95 棟、半壊

563 棟、死者 1 人、負傷者 34 人  

昭和４２年 ５月２５日  奈島小字甘茶で山林火災 14.5 ヘクタール 

焼失 12 時間燃焼、原因 たばこ 

昭和４５年 ９月１８日  集中豪雨で記録的大雨、30 分間雨量 50 ミリ  

メートル、寺田東部宅地造成地域より異常出

水 

昭和５３年 ４月２３日  市辺小字大原で山林火災 31.5 ヘクタール焼

失 27 時間燃焼、原因 たばこ 

昭和５５年 ４月 ５日  寺田小字尺後でスーパーマーケット火災 

             2,057 平方メートル全焼 7 時間燃焼 

             原因  不明火 損害額 4 億 6 千万円 

昭和５７年 ８月 １日  台風 10 号による木津川大増水、西富野上津屋 

～  ４日  間堤防漏水、湧水 13 箇所、市内床上、床下

浸水 9 戸  

昭和５８年 ８月２１日  集中豪雨により、床下浸水 76 戸、道路冠水 

16 箇所  

昭和６１年 ７月２１日  集中豪雨により、市内河川溢水 床上浸水 33 

～２２日  、床下浸水約 500 戸、田畑冠水、浸水 106.7

ヘクタール、他道路冠水、林地崩壊、時間雨

量 71 ミリメートル(1:30～ 2:30)総雨量 321

ミリメートル（20 日 38 ミリメートル、21 日

198 ミリメートル、22 日 85 ミリメートル） 

昭和６２年 ５月１９日  奈島長尾でパチンコ店火災、604 平方メート

ル焼損、損害額 1 億 7 百万円、原因不明火 

平成 ２年 ９月１６日  市辺西川原で擁壁崩壊、全壊 1 戸、1 部損壊 1

戸、梅畑 500 アールに被害 
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平成 ５年 ２月 ８日  寺田市ノ久保、民家全焼 2 戸、部分焼 2 戸  

             原因  子供の火遊び 

平成 ７年 １月１７日  5 時 46 分阪神・淡路大震災発生、市内の被害

状況、公共施設壁部亀裂 4 件、民家壁部亀裂

18 戸、ブロック塀亀裂破損等 2 件、負傷者 2

人  

             救急救助隊派遣 1/17～ 1/26 まで延べ 73 人派

遣 

平成 ７年 ５月１２日  集中豪雨により、田畑冠水 27 ヘクタール 

             道路冠水 2 箇所 

平成 ７年 ６月１７日  富野乾垣内、民家全焼 1 戸、死者 3 人  

             原因  たばこ 

平成 ７年 ８月３０日  集中豪雨により、床下浸水 277 戸（寺田樋尻・

今堀・垣内後・平川野原・西六反） 

床上浸水 6 戸（寺田樋尻・島垣内）道路冠水

11 箇所  

             時間雨量 61 ミリメートル（ 30 日 22:00～

23:00）  

             総雨量 128 ミリメートル 

平成 ９年 ７月２６日  台風 9 号により、倒木 17 件、強風による工作

物転倒 9 件、停電 430 件、十六川法面崩壊 6

箇所、屋根瓦一部飛散 1 件（寺田樋尻） 

平成１０年 ９月２２日  台風 7 号により、住居一部破損 9 件、非住居

及び工作物破損 4 件、倒木 23 件、塀等倒壊 3

件、電柱看板倒壊 8 件、農業用ビニールハウ

ス 6 棟小破、水稲倒伏 50 ヘクタールの被害 

平成１１年 ５月１４日  平川大将軍、民家全焼 2 戸、半焼 1 戸、部分

焼等 8 戸、り災世帯 8 世帯 26 人  

平成１７年１２月     12 月初旬から翌年 1 月下旬にかけ建物火災 

             が多発、(全焼 4 件・半焼 3 件、死者 4 人・ 

             負傷者 1 人) 

平成２３年 ３月１１日  14 時 46 分頃「東北地方太平洋沖地震」発生

に伴い、3/11～ 3/30 までの間、緊急消防援助

隊京都府隊（消火部隊）として宮城県本吉郡

南三陸町（志津川地区）へ、6 隊、消防吏員

延べ 108 人を派遣 
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平成２３年 ９月 ２日  台風 12 号により、住宅のトタン屋根飛散 1

～  ４日  件、住居の物置破損 1 件、いちじく畑等の畑 

約 20 ヘクタールの被害、市内に避難所 9 箇所

開設、市職員 52 人、消防職員 51 人、消防団

員 34 人、計 137 人にて対応 

平成２４年 ８月１３日  京都府南部豪雨により、床上浸水 53 棟、床下 

 ～１４日  浸水 600 棟、河川溢水、土砂流出、道路陥没、

1 時間最大雨量 73.5 ミリメートル（ 14 日 4：

30～ 5： 30）総雨量 313 ミリメートル（13 日

0： 00～ 14 日 24： 00）  

平成２５年 ７月１３日  集中豪雨により、床下浸水 18 棟、道路冠水 6

箇所。1 時間最大雨量 64.5 ミリメートル（15：

20～ 16： 20）総雨量 82 ミリメートル 

平成２５年 ９月１５日  台風 18 号により、9 月 16 日に京都府、滋賀 

～１６日  県、福井県において、全国で初めて大雨特別

警報が発表。床下浸水 2 棟。道路冠水 4 箇所。

木 津 川 河 川 敷 茶 園 等 浸 水 。 1 時 間 最 大 雨 量

25.5 ミリメートル（16 日 3： 40～ 4： 40）総

雨量 221 ミリメートル（15 日 0： 00～ 16 日

24： 00）  

平成２９年１２月 ９日  平川中道表の準工業地帯で大規模火災、9 棟

（全焼 2 棟、半焼 1 棟、部分焼 2 棟、ぼや 4

棟）にわたり 2,180 平方メートル焼損、損害

額 284,988 千円、原因不明火 

平成３０年 ６月１８日  7 時 58 分大阪北部地震発生（M5.9、本市震度

5 弱）、市内の被害状況、公共施設及び民家屋

根外壁等損壊 29 件、負傷者 3 人  

平成３０年 ９月 ４日  台風 21 号により、強風の影響で家屋損壊 81

棟、電柱倒壊 3 件、倒木事象 34 件、農業被害

等被害甚大、負傷者 4 名  
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　　　　　　階級
年数

消防監
消 　　防
司 令 長

消 　　防
司     令

消 　　防
司 令 補

消 　　防
士     長

消 　　防
副 士 長

消 防 士
そ の 他
職     員

計

20歳 未 満 2 2

20歳 以 上 1 12 13

25歳　 〃 1 12 1 14

30歳　 〃 19 19

35歳 　〃 8 10 18

40歳 　〃 13 13

45歳　 〃 4 4 8

50歳 　〃 1 4 5

55歳 　〃 1 1 1(1) 1 1 5(1)

計 1 2 9(1) 26 30 13 15 1 97(1)

市長部局・京都府立消防学校出向者（２名）は除く。
（　）内は再任用職員を表す。

(令和4年４月１日現在）

市長部局・京都府立消防学校出向者（２名）は除く。

市長部局・京都府立消防学校出向者（２名）は除く。
（　）内は再任用職員を表す。

　（　）内は再任用職員を表す。

消防職員の年齢別

消防職員の勤続年数

消防職員の状況
(令和4年4月1日現在)

（令和4年４月１日現在）
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　　　　　　　　階級
分団

団　　長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部　　長 班　　長 団　　員 計

団　  本　  部 1 2 1 2 7 13

久  　津  　川 1 1 4 5 28 39

久　   　　　世 1 1 3 3 19 27

寺　   　　　田 1 1 4 4 33 43

今　   　　　池 1 1 4 4 27 37

富　  野 　 荘 1 1 5 5 38 50

青　　   　　谷 1 1 5 8 51 66

計 1 2 6 6 26 31 203 275

　　　　　　　　階級
年数

団　　長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部　　長 班　　長 団　　員 計

3　 年　未　満 32 32

3　 年　以　上 3 5 14 22

5   年       〃 1 2 12 13 43 71

10 年　　   〃 3 1 8 7 48 67

15 年　　   〃 1 3 1 2 35 42

20 年　　   〃 1 1 1 2 17 22

25 年　     〃 1 2 5 8

30 年　     〃 1 1 9 11

計 1 2 6 6 26 31 203 275

　　　　　　　　階級
年数

団　　長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部　　長 班　　長 団　　員 計

20 歳 未 満 2 2

20 歳 以 上 7 7

25 歳     〃 17 17

30 歳     〃 1 3 18 22

35 歳     〃 7 14 41 62

40 歳     〃 5 4 13 6 51 79

45 歳     〃 2 2 2 34 40

50 歳     〃 2 1 3 6 17 29

55 歳     〃 1 16 17

計 1 2 6 6 26 31 203 275

(令和4年4月1日現在)
消防団員の年齢別

消防団員の勤続年数

消防団員の状況
(令和4年4月1日現在)

(令和4年4月1日現在)
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(令和4年4月1日現在)

電力 保有局周波数

５W じょうしょうほんぶ 1.2.3.4.5.6

本署 指令 １号車 ５W 〃 しれい 1 １～１２

本署 指揮 １号車 10W 〃 しき 1 １～１２

〃 ポンプ １号車 ５W 〃 ぽんぷ 1 １～１２

〃 ポンプ ２号車 ５W 〃 ぽんぷ 2 １～１２

〃 ポンプ ３号車 ５W 〃 ぽんぷ 3 １～１２

〃 タンク １号車 ５W 〃 たんく 1 １～１２

〃 梯子 １号車 ５W 〃 はしご 1 １～１２

〃 救助 １号車 ５W 〃 きゅうじょ 1 １～１２

〃 救急 １号車 ５W 〃 きゅうきゅう 1 １～１２

〃 救急 ２号車 ５W 〃 きゅうきゅう 2 １～１２

〃 資機材搬送 １号車 10W 〃 はんそう 1 １～１２

〃 資機材搬送 ２号車 ５W 〃 はんそう 2 １～１２

〃 ５W 〃 こうほう 1 １～１２

〃 ５W 〃 そうむ 1 １～１２

〃 ５W 〃 ささつ 1 １～１２

〃 ５W 〃 けいはつ 1 １～１２

久津川 ポンプ １号車 ５W 〃 くつかわぽんぷ 1 １～１２

〃 救急 １号車 ５W 〃 くつかわきゅうきゅう 1 １～１２

〃 資機材搬送 １号車 ５W 〃 くつかわはんそう 1 １～１２

青谷 ポンプ １号車 ５W 〃 あおだにぽんぷ 1 １～１２

〃 タンク １号車 ５W 〃 あおだにたんく 1 １～１２

〃 救急 １号車 ５W 〃 あおだにきゅうきゅう 1 １～１２

〃 資機材搬送 １号車 ５W 〃 あおだにはんそう 1 １～１２

２W じょうしょう 10 １～１２

本署 ２W 〃 20 １～１２

〃 ２W 〃 30 １～１２

〃 ５W じょうしょうしき 101 １～１２

〃 指揮隊 ５W 〃 しき 102 １～１２

〃 指揮隊 ５W 〃 しき 103 １～１２

〃 ２W じょうしょう 101 １～１２

〃 ２W 〃 201 １～１２

〃 ２W 〃 301 １～１２

〃 ２W 〃 302 １～１２

〃 ２W 〃 102 １～１２

〃 ２W 〃 202 １～１２

〃 ２W じょうしょうきゅうきゅう 101 １～１２

〃 ２W 〃 きゅうきゅう 201 １～１２

〃 ２W 〃 01 １～１２

〃 ２W 〃 02 １～１２

久津川 ５W じょうしょう １～１２

〃 ２W 〃 くつかわ 10 １～１２

〃 ２W 〃 くつかわ 101 １～１２

〃 ２W 〃 くつかわ 102 １～１２

〃 ２W 〃 くつかわきゅうきゅう 101 １～１２

青谷 ５W じょうしょう １～１２

〃 ２W 〃 あおだに 10 １～１２

〃 ２W 〃 あおだに 101 １～１２

〃 ２W 〃 あおだに 102 １～１２

〃 ２W 〃 あおだにきゅうきゅう 101 １～１２

〃

携帯型移動局

〃

〃

〃

携帯型移動局

〃

〃

〃
卓上固定型移動局

〃

〃

〃

〃
卓上固定型移動局

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１波　　　活動波１　　　　　　　　　　　　　７波　　　主運用波２
２波　　　活動波２　　　　　　　　　　　　　８波　　　主運用波３
３波　　　主運用波　　　　　　　　　　　　　９波　　　主運用波４
４波　　　統制波１　　　　　　　　　　　　１０波　　　主運用波５
５波　　　統制波２　　　　　　　　　　　　１１波　　　主運用波６
６波　　　統制波３　　　　　　　　　　　　１２波　　　主運用波７

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

携帯型移動局

あおだにぶんしょ

分署長

ポンプ車小隊長

ポンプ車小隊員

救急車小隊長

ポンプ１号車小隊長

ポンプ２号車小隊長

非常招集隊

第１小隊員

第２小隊員

非常招集隊

救急１号車小隊長

救急２号車小隊長

予備

予備

消防分署

消防分署

中隊長

指揮隊長

防火広報車

総務連絡車

査察車

救急啓発車

消防長

第２　　消　防　施　設
消防無線設置状況

設置場所

消防本部

署長

呼出名称種別

基地局

車載型移動局

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

くつかわぶんしょ

分署長

ポンプ車小隊長

ポンプ車小隊員

救急車小隊長
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消防機械等配置状況

久

津

川

分

団

久

世

分

団

寺

田

分

団

今

池

分

団

富

野

荘

分

団

青

谷

分

団

消 防 ポ ン プ 自 動 車 2 1 1 4

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 1 1 2

は し ご 付 消 防 自 動 車 1 1

救 助 工 作 車 1 1

指 令 車 ・ 指 揮 車 2 2

資 機 材 搬 送 車 2 1 1 4

救 急 自 動 車 1 1 1 3

広 報 車 1 1

査 察 車 1 1

総 務 連 絡 車 1 1

救 急 啓 発 車 1 1

小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 1 1 1 1 1 1 6

小 型 動 力 ポ ン プ 1 4 2 3 3 4 5 22

バ イ ク 2 1 1 4

消防ポンプ自動車（非常用） 1 1

救 急 自 動 車 （ 非 常 用 ） 1 1

合計

消　防　団消

防

本

部

・

署

久

津

川

消

防

分

署

青

谷

消

防

分

署

消防機械

区分
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久世器具庫

市ノ久保器具庫
寺田北器具庫

平川器具庫

久津川分団

本部器具庫

八丁器具庫

寺田分団

本部器具庫

寺田南器具庫

消防本部・署

団本部

今池分団

本部器具庫

水主

器具庫

枇杷庄

器具庫

西富野器具庫

長池器具庫

富野荘分団

本部器具庫

（東冨野器具庫）

観音堂

器具庫

中器具庫 青谷分団

本部器具庫

奈島器具庫

十六器具庫 市辺器具庫

青谷

消防分署

久津川消防分署

久世西器具庫
深谷器具庫

【府道八幡城陽線】

久世分団

本部器具庫

【府道城陽宇治線】

【府道山城総合運動公園城陽線】JR奈良線府道内里城陽線

【新名神高速道路】 【国道２４号】

【府道富野荘八幡線】

【府道上狛城陽線】

【国道３０７号】

【
国
道
２
４
号
】

【
近
鉄
京
都
線
】

【
府
道
寺
田
水
主
線
】

消防本部・署

消防分署

分団本部器具庫

器具庫

上津屋器具庫

乾城器具庫

【
京
奈
和
自
動
車
道
】



 

- 16 - 

救助資機材の保有状況 

（令和 4年 4月 1日現在） 

区 分 

 

分 類 
品  名 

数 量 

本署 
久 津 川 

消防分署 

青  谷 

消防分署 
合計 

一   般 

救助用器具 

か ぎ 付 は し ご 5 1 2 8 

三 連 は し ご 7 1 3 11 

ワ イ ヤ は し ご 1   1 

空 気 式 救 助 マ ッ ト 1   1 

救 命 索 発 射 銃 1   1 

サ バ イ バ ー ス リ ン グ 1   1 

救助用縛帯（要救助者用） 9 1 2 12 

平 担 架 1 1 1 3 

重 量 物 

排除用器具 

油 圧 ジ ャ ッ キ 1  1 2 

油 圧 ス プ レ ッ ダ ー     

大 型 油 圧 ス プ レ ッ ダ ー 1   1 

可 搬 ウ ィ ン チ 2 1 1 4 

マ ン ホ ー ル 救 助 器 具 1   1 

マ ッ ト 型 空 気 ジ ャ ッ キ 1   1 

救 助 用 支 柱 器 具 2   2 

切断用器具 

油 圧 切 断 機 1   1 

エ ン ジ ン カ ッ タ ー 3 1 1 5 

溶 断 機 1   1 

チ ェ ー ン ソ ー 1 1 2 4 

鉄 線 カ ッ タ ー 8 4 7 19 

空 気 鋸 1   1 

大 型 油 圧 切 断 機 1 1 1 3 

電 動 切 断 機 3 1 1 5 

空 気 切 断 機 1   1 

破壊用器具 

万 能 斧 6 3 5 14 

フ ァ イ ヤ ー ア ッ ク ス 3 1 1 5 

ハ リ ガ ン ツ ー ル 5 1 2 8 

ハ ン マ ー 2   2 

削 岩 機 2   2 

ハ ン マ ド リ ル 1   1 

検知・測定用

器   具 

可 燃 性 ガ ス 測 定 器 4 2 2 8 

有 毒 ガ ス 測 定 器 1 1 1 3 

酸 素 濃 度 測 定 器 1 1 1 3 

放 射 線 測 定 器 3 1 1 5 

呼吸保護用

器   具 

防 塵 マ ス ク 50 15 15 80 

送 排 風 機 1   1 

空 気 呼 吸 器 （ ハ ー ネ ス ） 52 8 11 71 

空 気 呼 吸 器 ボ ン ベ 84 18 28 130 
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区 分 

 

分 類 
品  名 

数 量 

本署 
久 津 川 

消防分署 

青  谷 

消防分署 
合計 

隊員保護用 

器   具 

耐 電 手 袋 23 3 6 32 

耐 電 長 靴 20 3 6 29 

耐 電 衣 6   6 

耐 電 ズ ボ ン 6   6 

耐 電 帽 6   6 

防 塵 メ ガ ネ 9 4 4 17 

防 毒 マ ス ク 10   10 

防 毒 マ ス ク 用 吸 収 缶 10   10 

携 帯 警 報 器 46 8 8 62 

陽 圧 式 化 学 防 護 服 6   6 

化 学 防 護 服 10   10 

耐 熱 服 4   4 

放 射 線 防 護 服 6   6 

個 人 用 線 量 計 22   22 

除染用器具 除 染 シ ャ ワ ー 1   1 

水難救助用 

器   具 

流 水 救 助 器 具 一 式 8   8 

救 命 胴 衣 15 1 10 26 

救 命 浮 環 9 1 1 11 

救命ボート（ゴムボート） 2   2 

船 外 機 2   2 

山岳救助用 

器   具 

登 山 器 具 一 式 1   1 

バ ス ケ ッ ト 担 架 3   3 

その他の 

救助器具 

投 光 器 （ 発 電 機 接 続 型 ） 8  2 10 

発 電 機 5 1 3 9 

応 急 処 置 用 セ ッ ト 3 1 1 5 

車 両 移 動 器 具 4   4 

ロ ー プ 登 降 機 1   1 

救 助 用 降 下 機 6 1 1 8 

携 帯 拡 声 器 8 4 3 15 

携 帯 型 無 線 機 14 4 4 22 

※ 救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令 別表第一に基づく 



公
　
設

私
　
設

公
　
設

私
　
設

公
　
設

私
　
設

公
　
設

私
　
設

公
　
設

私
　
設

公
　
設

私
　
設

総　数 248 364 4 306 280 278 5 168 14

基準数 230 350 1 300 275 268 2 157

2 3 1 6 2 1 3 1 8 4

26 10 64 3 45 3 30 6 35 16 16 12

40 20 80 12 64 28 46 15 53 27 31 23

4 3 2 3 1 4 1 2 1 1 1

1 4 1 1 2

5 5 7 2 1 11 8

4 5 4 11 3 8 4 4 3 13 1 11

7

４０ｔ未満

２０ｔ以上防
火
水
槽

(
基

)

そ
の
他
水
利

(

基

)

合 計

そ の 他

池

プ ー ル

合 計

71

142

39

439

31

9

23

10

266

青　谷富野荘

158

合

計

1,583

1,667

7

久　世

6

今　池寺　田

1918 1414

消
火
栓

(

基

)

消防水利の状況

　　　　公私別

　種　別

14

久津川

10

地 区 別

４０ｔ以上

２０ｔ未満

- 18 -



第３　建築・消防用設備等・危険物関係

専 用 住 宅 12 8 24 14 37 13 108

併 用 住 宅

長 屋 住 宅 1 2 2 5

集 会 場 1 1

病 院

共 同 住 宅 1 1 3 1 6

宿 泊 所 等

福 祉 施 設 等 1 1 1 3

学 校 2 2

飲 食 店

店 舗

駐 車 場 等 1 1

作 業 場

事 務 所 1 1

農 業 用 倉 庫 1 2 2 5

倉 庫 1 1 2

寺 院 等

給 油 所

遊 技 場

雑 居 ビ ル

そ の 他 1 1

合 計 15 10 28 17 46 19 135

地区別・用途別建築確認受付状況

今　池 富野荘 青　谷

※　工作物等の件数は含まず。

        地区別

　用途別
久津川 久　世 寺　田 合　計
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用 途 地 域 別 件　　数
第 一 種 低 層 住 居 専 用 地 域 5
第 二 種 低 層 住 居 専 用 地 域
第 一 種 住 居 地 域 108
第 二 種 住 居 地 域
準 住 居 地 域 1
近 隣 商 業 地 域 5
商 業 地 域
工 業 地 域
準 工 業 地 域 5
工 業 専 用 地 域
調 整 区 域 11
合 計 135

防 火 地 域 別 件　　数
防 火 地 域
準 防 火 地 域 120
２ ２ 条 地 域 15
合 計 135

用途地域・防火地域別建築確認受付状況

年別建築確認受付状況

0

50

100

150

200

23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年/

元年

2年 3年

147

189 191

148
128

174
154 154 151

136 135

受
付
件
数

年（平成/令和）

第一種低層住

居専用地域
4%

第一種住居地

域
80%

準住居地域
1%

近隣商業地域
4%

準工業地域
4%

調整区域
7%
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義務
設置

施行令
第３２
条適用

消防法
第１７条
の２の５
適用

着工届
受付
件数

設置届
受付
件数

完成
検査
実施数

検査
済証
交付
件数

屋 内 消 火 栓 設 備 117 24 1 31 7 6 6 4

スプリンクラー設備 58 4 2 3 5 4 4

泡 消 火 設 備 5

不活性ガス消火設備 8 5

ハロゲン化物消火設備 3 1 1

粉 末 消 火 設 備 22 3

屋 外 消 火 栓 設 備 9 19 7

動力消防ポンプ設備(※) 3 1

自 動 火 災 報 知 設 備 576 88 3 104 23 32 28 15

ガス漏れ火災警報設備 2 8

漏 電 火 災 警 報 器 46 41

消防機関へ通報する
火 災 報 知 設 備

87 9 18 4 4 4 1

非 常 警 報 設 備 106 1 89 2 2 1 1

避 難 器 具 134 1 106 2 3 3 3

誘 導 灯 481 6 122 18 22 23 12

排 煙 設 備 1 3

連 結 送 水 管 17 1 1 1 1

非常コンセント設備 4 1

連 結 散 水 設 備 1

消 防 用 水 （ ※ ） 7

合　　　　　　　　　計 1,687 153 4 540 60 76 71 41

※動力消防ポンプ及び消防用水の設置単位は、「敷地単位」とする。

令和３年中の受付状況

消防用設備等の設置状況

　　　　　　　区　　分

　設　備　別

任意
設置

設　　置　　義　　務
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設置 変更 水張 水圧 設置 変更 制定 変更

1 1

1 1

2 2

1 1

4 4

4 5 9

許　可

販 売 取 扱 所

危険物施設許可等の受付状況

    　　　　　　区分

　製造所等の別

完成検査

前 検 査

20

5

件　　数

危険物届出受理状況

移動タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

仮 貯 蔵 仮 取 扱

屋外タンク貯蔵所

屋 内 貯 蔵 所

製 造 所

屋 外 貯 蔵 所

一 般 取 扱 所

仮貯蔵
仮取扱

漏 れ の 点 検 期 間 延 長 申 請

12

1

1危 険 物 製 造 所 等 休 止 ・ 再 開 届

給 油 取 扱 所

完 成
検 査 仮使用

合　　　　　　　計

71

2

4

合 計廃 止

1

危 険 物 製 造 所 等 廃 止 届

危 険 物 製 造 所 等 軽 微 な 変 更 届

定 期 点 検 実 施 結 果 報 告

届 出 区 分

合　　　　　　　　　計

仮 貯 蔵 ・ 仮 取 扱 承 認 申 請

災 害 発 生 届

予防規程
認 可

危 険 物 保 安 監 督 者 選 任 ・ 解 任 届

危 険 物 取 扱 従 事 者 選 任 ・ 解 任 届

10

9

予 防 規 程 制 定 （ 変 更 ） 認 可

1

5

危 険 物 製 造 所 等 種 類 ・ 数 量 変 更 届

危 険 物 製 造 所 等 所 有 者 等 変 更 届
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危険物施設地区別状況

1

16 3 5 5 3

8

2 1 1

3 2 3 3 5 9

1 2 1

1

3 2 4 3 5 9

5 1 1 3 2

29 17 13 9 21 24

12 4 10 7 16 17

数量別危険物施設数・査察実施状況

5倍 5倍超 10倍超 ５０倍超 １００倍超 １５０倍超 ２００倍超

～ ～ ～ ～ ～ ～

以下 10倍 ５０倍 １００倍 １５０倍 ２００倍 １,０００倍

製 造 所 1 1

屋 内 貯 蔵 所 16 7 7 2 32 8

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 1 1 1 2 3 8

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所 4 4 1

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 14 6 4 1 25 13

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 2 2 4 1

屋 外 貯 蔵 所 1 1 1

給 油 取 扱 所 3 4 9 1 1 1 7 26 32

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所 5 4 1 2 12 3

合 計 46 22 23 8 6 1 7 113 59

4

富野荘 青 谷 合 計

1

32

8

計
査察
実施
状況

　　　　　　　　　　　倍数別
　
　製造所等の別

66事 業 所 数

113

12

26給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合 計

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

今 池寺 田久津川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 地区別

　 施設区分

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

久 世

1

25

屋 外 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所 4
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第４　　予　防　関　係

防火対象物数及び査察状況

法 対 査 一 対 査 二 対 査 対 合 査 合
象 察 象 察 象 察 象 察
物 件 物 件 物 件 物 件

八 数 数 号 数 数 号 数 数 数 計 数 計

イ 1

ロ 6

イ

ロ 1

ハ

ニ

イ

ロ 9

28 19 5

イ 1 2

ロ 11 64 2

イ 2

ロ 8

ハ 17 2 2

ニ 5

7 1

イ

ロ

1 3

1

イ 9 15 1

ロ

イ

ロ

2 2

9 9 4

イ 22 10 3

ロ 3

1

138 127 23合　　　　　　　　　　　　　　　　計 303 815 178 1,296 288

２０ 舟 車

１９ 市 長 の 指 定 す る 山 林

1

１８ ア ー ケ ー ド

１７ 重 要 文 化 財 9 9

１６－３ 準 地 下 街

１６－２ 地 下 街

35

１６－イ以外の複合防火対象物 4 54 2 60 3
１６

特 定 複 合 防 火 対 象 物 52 58 10 120

4

１５ 前 各 項 に 該当 しな い事 業所 24 61 21 106 22

１４ 倉 庫 3 35 38

飛 行 機 格 納 庫
１３

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場 1 1

25

映画スタジオ・テレビスタジオ
１２

工 場 ・ 作 業 場 16 169 22 207

4

１１ 神 社 ・ 寺 院 1 16 15 32 1

１０ 車 両 の 停 車 場 2 3 5

９ － イ 以 外 の 公 衆 浴 場 1 1 2
９

蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

8

８ 図 書 館 ・ 博 物 館

７ 各 種 学 校 17 1 18

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 8 8 5

老 人 福 祉 施 設 ・ 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー ・
身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等 20 7 8 35 21

2
主 と し て 要 介 護 状 態 に あ る も の 又 は
重 度 の 障 害 者 等 が 入 所 す る 施 設 等 27 1 28 8

344 12 393 77

６

病 院 ・ 診 療 所 8 22 12 42

52

５
旅 館 ・ ホ テ ル 5 1 3 9 3

寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅 37

４ 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 38 29 14 81

飲 食 店 25 5 55 85 9
３

待 合 ・ 料 理 店 2 2

ｶ ﾗ ｵ ｹ ﾎ ﾞ ｯ ｸ ｽ 等

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル 3 3 1
２

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー

性風俗関連特殊営業を営む店舗

1 1

公 会 堂 ・ 集 会 場 11 11 6

　　　　　　　　　　　対象物数及び査察状況

　項　　　別

１
劇 場 ・ 映 画 館 1
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防火対象物棟数（150㎡以上）の状況

1,000㎡以上 1,000㎡未満 1,000㎡以上 1,000㎡未満

イ 1 1

ロ 4 8 12

イ

ロ 3 3

ハ

ニ

イ 3 3

ロ 24 24

19 51 70

イ 2 5 7

ロ 27 343 33 403

イ 3 29 1 33

ロ 15 19 4 38

ハ 13 26 39

二 6 4 10

38 22 60

イ

ロ 1 1 2

2 2

34 34

イ 82 190 3 275

ロ

イ 4 4

ロ

12 95 107

32 125 2 1 160

イ 10 94 5 109

ロ 2 55 1 1 59

267 1,137 49 2 1,455

１６
特 定 複 合 防 火 対 象 物

１６－イ以外の複合防火対象物

１７ 重 要 文 化 財

合　　　　　　　計

１３
自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場

飛 行 機 格 納 庫

１４ 倉 庫

１５ 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所

１０ 車 両 の 停 車 場

１１ 神 社 ・ 寺 院

１２
工 場 ・ 作 業 場

映画スタジオ・テレビスタジオ

７ 各 種 学 校

８ 図 書 館 ・ 博 物 館

９
蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場

９ － イ 以 外 の 公 衆 浴 場

４ 百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト

５
旅 館 ・ ホ テ ル

寄 宿 舎 ・ 共 同 住 宅

６

病 院 ・ 診 療 所

主 と し て 要 介 護 状 態 に あ る も の 又 は
重 度 の 障 害 者 等 が 入 所 す る 施 設 等

老 人 福 祉 施 設 ・ 地 域 活 動 支 援 セ ン タ ー ・
身 体 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 等

幼 稚 園 ・ 養 護 学 校

２

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー

遊 技 場 ・ ダ ン ス ホ ー ル

性風俗関連特殊営業を営む店舗

ｶ ﾗ ｵ ｹ ﾎ ﾞ ｯ ｸ ｽ 等

３
待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

　　　　　　　　　　　　　　　棟　　数
　項　　別

５階未満 ５階以上
合計

１
劇 場 ・ 映 画 館

公 会 堂 ・ 集 会 場
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法八対象物防火管理者選任及び消防計画提出状況

蒸気浴場・熱気浴場

法及び条例に定める設備等受付状況

区分 受付状況 区分 受付状況

法 1 条例

法 2 条例 3

法 条例 4

法 515 条例 8

条例 1 条例

条例 条例

条例 条例 13

条例 5 条例 1

条例 1 条例 5

条例 条例

条例 条例

条例

受 付 種 別

自 動 消 火 設 備

Ｌ Ｐ Ｇ 設 備 ・ 届 出
圧 縮 ア セ チ レ ン ガ ス
毒 物 ・ 劇 物
設 備 点 検 結 果 報 告
炉 設 備
厨 房 設 備
温 風 暖 房 機
ボ イ ラ ー ・ 給 湯 設 備

受 付 種 別
放 電 加 工 機
変 電 設 備
発 電 設 備
蓄 電 池 設 備
ネ オ ン 管 灯 設 備
水 素 ガ ス 気 球
少 量 危 険 物
指 定 可 燃 物

ヒ ー ト ポ ン プ 設 備
火 花 を 生 ず る 設 備

裸 火 の 使 用
危 険 物 の 持 込

乾 燥 設 備
サ ウ ナ 設 備

1

11

3
2

25

38

5

37

8

27

20

8

17

1 1

16

3

24

52

4

1

11

2 2

24

37

5

37

8

27

20

8

17

1 1

15

3

24

52

4

1

11

3
2

24

38

5

37

8

27

20

8

17

1
1

15

3

24

52

4

0

10

20

30

40

50

60

１－イ １－ロ ２－ロ ３－イ ３－ロ ４ ５－イ ５－ロ ６－イ ６－ロ ６－ハ ６－二 ７ ９－ロ 11 １２－イ 14 １５ １６－イ１６－ロ

対象物数(３０３件)

防火管理者選任済数（２９９件）

消防計画提出済数（３０１件）
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条例第４５条関係　届出受付状況

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１１２ 計

11 11 7 4 2 2 2 4 2 4 11 12 72

1 3 4

1 1

23 27 22 16 20 24 21 30 18 47 20 18 286

1 1 1 5 2 1 11

月別・障害排除パトロール指導状況

　　　　　　月別実施回数
違反内容
（道交法）

　

　

初期消火に使用された消火器の詰め替え状況

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１１２ 計

1 1 2

ひとり暮らし高齢者宅の訪問状況

区 分 ＼ 月 別

火災とまぎらわしい行為の届出

消防隊の通行・消火活動に支障を及ぼ
す 道 路 工 事 届 出

水 道 の 断 水 又 は 減 水 の 届 出

月 １

煙火の打上げ又は仕掛けの届出
※ が ん 具 用 煙 火 を 除 く 。

催 物 の 開 催 届 出
※ 劇 場 除 く 。

露 店 等 の 開 設

計２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１１２

6 7 8 6

合　　　　計

6 6回数 8 7 5 5 8

＊上段は、文書指導件数を表す。

＊下段は、口頭指導件数を表す。

ひとり暮らし高齢者宅の訪問件数 66

72

第 45 条 第 １ 項 第 3 号

第 45 条 第 1 項 第 4 号

第 45 条 第 2 項

種 類 ＼ 月 別

泡 消 火 器

強 化 液 消 火 器

粉 末 消 火 器

使 用 消 火 器 の 状 況
自治会用 一般家庭用 その他 火災事件・事故

別使用状況

火災 消防事故

2 2
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防火チラシ配布状況

久津川 久　世 今　池 富野荘 合　計

2,091 708 722 696 7,287

消防訓練指導状況

参 加
人 員

１－イ 26

１－ロ 6

３－イ 5

３－ロ 11

４ 175

事 ６－イ 250

６－ロ 553

業 ６－ハ 1,864

６－二 139

所 ７ 905

10 7

１２－イ 120

１４ 23

１５ 109

１６－イ 260

１７ 3

4,456

88

4,544

火災予防及び広報活動状況

合　　　　　　　　　計 120 80 1,496 263

防火 チラ シ の 街 頭 配 布

庁 舎 見 学 34 3 1,097 102

車 両 に よ る 防 火 広 報 56 56 95

立 看 板 の 設 置 23 14 61 52

防 火 映 画 1 1 34 2

懇 談 会 等 6 6 304 12

合　　　　　 　　　　　　　　計 89

区　　　　分 実施回数 出動車両 対象者等 署員数等

　　　　　　　　　　自　　 　　　　治　　　　　　会　　　　　　　　　　 5

特 定 複 合 対 象 物 9

重 要 文 化 財 3

小　　　　　　　　   　　　　計 84

工 場 ・ 作 業 所 5

倉 庫 1

前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 5

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校 2

各 種 学 校 2

車両の停車場又は船舶若しくは航空機の発着場 1

病 院 ・ 診 療 所 3

主として要介護状態にあるもの又は重度の障害者等が入所する施設等 20

老人福祉施設・地域活動支援センター・身体障害者福祉センター等 19

待 合 ・ 料 理 店 1

飲 食 店 3

百 貨 店 ・ マ ー ケ ッ ト 8

延べ人員（人） 77

項　　　　　　　　別
指 導
回 数

公 会 堂 ・ 集 会 場 1

劇 場 ・ 映 画 館 ・ 演 劇 場 又 は 観 覧 上 1

区　分　＼　地区別 寺　田 青　谷

配布状況（件） 1,910 1,160
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第５　指　令　関　係

火
　
 
 
災

そ
の
他
の
災
害

救
　
 
 
急

病

院

紹

介

火
　
 
 
災

そ
の
他
の
災
害

救
　
 
 
急

病

院

紹

介

1 19 258 7 17 10 94 1 11 111 6 3 80 4 1 4 14 4 2 1

3 7 218 1 22 8 74 2 5 86 7 1 89 4 9 6 1

1 15 259 31 32 12 102 9 117 10 1 4 82 2 2 7 12 8 1 2

2 6 237 45 27 11 77 1 5 116 8 1 79 3 1 4 11 2 1 1

1 15 224 13 25 18 77 1 10 116 12 3 69 5 11 17 5 1

2 10 258 3 33 11 76 1 7 118 7 1 87 3 1 5 10 7 2

3 19 278 7 31 16 80 3 13 132 11 3 93 4 1 6 10 8 1 1

2 12 296 5 45 8 148 2 8 146 6 99 2 27 13 4 6 1

1 13 250 3 27 7 94 1 10 130 5 1 81 1 1 2 10 10 1

3 15 278 5 33 4 113 1 5 132 2 1 2 89 2 1 11 7 4 6 1

1 16 273 4 26 4 85 1 9 120 2 4 99 1 2 5 11 4 3 1 1

3 15 272 5 9 16 71 1 11 131 9 2 87 5 6 7 7 1

23 162 3,101 129 327 125 1,091 15 103 1,455 85 3 24 1,034 32 10 92 131 69 9 20 3 3

　　　　　    ※　各受信状況の｢その他の災害」には「救助」も含まれている。

　　　　　　　    ※　１１９番受信状況は携帯電話、IP電話の受信状況も含まれている｡

３

４

５

６

７

９

１０

１１

１２

計

指令業務

８

病

院

紹

介

加入電話

１

２

そ

の

他

の

災

害

救

 
 
急

病

院

紹

介

火

 
 
災

そ

の

他

の

災

害

救

 
 
急

救

 
 
急

い

た

ず

ら

ま

ち

が

い

区
　
　
分

　
　
　
　
　
　
月
　
　
別

１１９番受信状況
携帯電話
受信状況

IP電話
受信状況

その他受信状況

火

 
 
災

そ

の

他

の

災

害

病

院

紹

介

そ
 
の
 
他

火

 
 
災

かけつけ

地

理

案

内
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4 1 1 1 1 8

1 1 1 1 1 1 6

2 1 2 1 6

1 1

1 2 3

1 1

1 1 2

2 1 1 1 1 6

1 1 2 1 2 1 8

2 1 2 5

1 1

2 1 4 2 9

1 1 1 4 3 1 11

1 1 2 2 6

1 1 1 5 1 1 4 1 15

2 1 2 1 1 2 2 2 13

1 3 5 1 1 1 3 1 16

1 1 5 1 1 2 11

3 1 1 1 1 3 10

4 1 2 1 4 1 4 2 19

5 1 1 1 6 1 2 2 19

1 1 1 1 3 3 1 11

2 1 2 1 2 1 1 10

33 3 3 12 9 28 25 12 1 18 8 32 13 197合　　計

合
　
計

　診療科目・時間別病院等紹介状況

歯
　
科

耳
　
鼻

咽
喉
科

皮
膚
科

小
児
科

そ
の
他

　　    科目別

　時間別

脳
神
経

外
　
科

整
　
形

外
　
科

眼
　
科

口
 
腔

外
 
科

内
　
科

消
化
器

内
　
科

循
 
環

器
 
科

１９～２０

２０～２１

２１～２２

２２～２３

２３～２４

１４～１５

１５～１６

１６～１７

１７～１８

１８～１９

　９～１０

１０～１１

１１～１２

１２～１３

１３～１４

　４～　５

　５～　６

　６～　７

　７～　８

　８～  ９

　０～  １

　１～　２

　２～　３

　３～　４

外
　
科
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　月別降雨状況

月
別

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 １日
平均

本
署

69.0 54.0 115.5 210.0 248.5 120.0 244.5 349.5 165.5 57.5 66.5 72.0 4.9

　気象通報受信状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 計

1 2 2 5

1 2 3

1 2 13 6 2 24

1 2 5 5 13

1 1 1 1 2 2 8

1 1 2 4

1 1 2

4 4 5 6 5 12 11 11 6 3 6 80

2 2 1 5

2 6 10 5 3 1 2 1 31

1 1

11 16 2 29

5 17 14 19 3 7 5 1 73

2 3 2 2 3 1 4 17

1 2 1 2 2 1 9

5 7 12

4 5 2 11

2 2

24 7 4 6 14 4 25 27 12 3 19 153

1 1 1 2 1 1 7

2 3 2 1 3 1 3 15

1 4 3 5 13

1 2 3

3 4 8 3 18

42 41 53 57 51 27 84 85 33 10 37 53818

8

2

1

7

　霜　

着　氷

着　雪

総雨量

1772.5

11

そ
の
他

水
防
警
報

古　川

青谷川

土砂災害警戒情報

長谷川

光化学スモッグ注意報

その他の情報

地震（城陽市観測）

乾　燥

強　風

風　雪

大　雪

洪　水

高山ダム放流

熱中症警戒アラート

竜巻注意情報

なだれ

低　温

洪　水

暴風雪

大　雪

　雷　

融　雪

濃　霧

(単位：mm)

月平均

147.7

　　　　　　　　月 別
　区 分

大　雨

大　雨

暴　風

暴風雪

大　雪

大　雨

合　計

特
別
警
報

警
　
報

注
　
意
　
報

府
県
情
報

火
災
気
象
通
報

乾　燥

風

風　雨

暴　風

- 31 -



- 32 - 

第６  火  災  関  係   

 

 火災概要  

令和３年中の出火件数は２０件で、前年に比べ増減なしとなってい

る。  

これを火災種別ごとにみると、建物火災が１０件で１件の減少、林

野火災が１件で１件の皆増、車両火災が２件で２件の減少、その他の

火災が７件で２件の増加となっている。  

火災による焼損棟数が１４棟で、前年の１５棟と比べ１棟の減少と

なっている。  

これを焼損程度ごとにみると、全焼が３棟で増減なし、部分焼が４

棟で２棟の増加、ぼやが７棟で３棟の減少となっており、焼損床面積

が２４１平方メートルで３０７平方メートルの減少、焼損表面積が１

５９平方メートルで１２５平方メートルの増加となっている。  

一方、火災による人的被害の状況については、負傷者が５人発生し

ており前年と比べ４人の増加となっている。  

り災世帯数については、全損が２世帯で１世帯の増加、小損が５世

帯で１世帯の減少となっており、り災人員が９人で６人の減少となっ

ている。  

損害額合計は２，２６４万２千円で前年と比べ２，４６６万６千円

の減少となっている。  

これを損害種別ごとにみると、建物損害が２，１６９万円５千円で

２，４０６万８千円の減少、車両損害が６８万５千円で１８万６千円

の減少、その他の損害が２６万２千円で４１万２千円の減少となって

いる。  

出火原因の状況については、放火、その他が各４件、こんろ、電気

機器、不明が各２件、ストーブ、たばこ、たき火、灯火、衝突の火花、

取灰が各１件となっている。  

令和３年中の出火件数は前年と同数であるが、放火が原因の火災が

占める割合が多いことから、放火による火災発生防止の徹底を図り、

今後も更に防火広報やパトロールの強化及び警察との連携強化に努め

るとともに、市民や各事業所と一体となって、放火されない環境づく

りに取り組み、安心・安全な暮らしの実現を目指す。  



20 20

10 11 △ 1

1 1

2 4 △ 2

7 5 2

14 15 △ 1

3 3

4 2 2

7 10 △ 3

床 面 積 241 548 △ 307

表 面 積 159 34 125

5 1 4

2 1 1

5 6 △ 1

9 15 △ 6

22,642 47,308 △ 24,666

21,695 45,763 △ 24,068

685 871 △ 186

262 674 △ 412

62 129 △ 67

306 636 △ 330

1,132 2,365 △ 1,233

24 50 △ 26

2.7 2.7

合 計

焼 損 棟 数
（棟）

火災状況

出 火 件 数
（件）

合 計

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

そ の 他 の 火 災

半 焼

ぼ や

林　　　野　（ａ）

死 者

焼 損 面 積

建　　物
（㎡）

人 的 被 害
（人）

建物火災１件あたりの焼損床面積（㎡）

全 焼

部 分 焼

１日平均損害額              （千円）

市民１人あたりの損害額　　 　 （円）

そ の 他 の 損 害

林 野 損 害

車 両 損 害

船 舶 損 害

航 空 機 損 害

火災１件あたりの損害額　 　 （千円）

前年との
比　　較

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

年 別

区　　分

令和３年
（2021年）

令和２年
（2020年）

り 災 人 員 （人）

爆 発 損 害

り 災 世 帯
（世帯）

損　害　額
（千円）

△は減少を示す。

負 傷 者

全 損

半 損

小 損

合 計

建 物 損 害

出　　火　　率　（件／万人）
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署々別火災発生状況

8 7 5 20

3 4 3 10

1 1

2 2

3 2 2 7

6 4 4 14

1 2 3

1 2 1 4

4 2 1 7

床 面 積 159 40 42 241

表 面 積 158 1 159

1 2 2 5

1 1 2

3 2 5

5 4 9

13,560 3,310 5,772 22,642

13,468 3,310 4,917 21,695

86 599 685

6 256 262

爆 発 損 害

損　害　額
（千円）

合　　計

人 的 被 害
（人）

死 者

負 傷 者

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

本 署

林 野 火 災

久 津 川
消防分署

車 両 火 災

建　物
（㎡）焼 損 面 積

船 舶 火 災

航 空 機 火 災

そ の 他 の 火 災

焼 損 棟 数
（棟）

合 計

車 両 損 害

青　　谷
消防分署

船 舶 損 害

航 空 機 損 害

そ の 他 の 損 害

林　　野 （ａ）

署々別

区　　分

出 火 件 数
（件）

合 計

建 物 火 災

り 災 世 帯
（世帯）

全 損

半 損

小 損

り 災 人 員 （ 人）

合 計

建 物 損 害

林 野 損 害
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地区別火災発生状況

2 2 4

2 1 3

1 1

1 1 2 4

4 2 6

1 1 2

10 1 2 7 20

月別火災発生状況

青 谷

合 計

建物火災
（件）

林野火災
（件）

車両火災
（件）

種 別
地　区　別

久 津 川

久 世

寺 田

今 池

その他の火災
（件）

合　計
（件）

富 野 荘

1

2

2

1

1

3

1

1

1

1

1

1

1

2

1

0 1 2 3 4 5

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

建物火災

林野火災

車両火災

その他の火災

件 数

月 別
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建物火災用途別発生状況

居住 専用
建 築 物

4 1 2 4 167 158 1 5 11,014 2,573 58 13,645

居住 産業
併 用
建 築 物

1 1 32 1 2,232 526 2,758

産 業 用
建 築 物

5 2 1 3 42 1 3,998 1,352 855 6,205

合 計 10 3 4 7 241 159 2 5 17,244 4,451 913 22,608

覚知別火災発生状況

り災世帯

全
　
損

半
　
損

損　害　額（千円）

建
　
物

収
容
物

そ
の
他

(

爆
発
等

)

合
　
計

小
　
損

焼
損
床
面
積

(㎡)

焼
損
表
面
積

(㎡)

区 分

用 途 別

火

災

件

数

焼損棟数

全
　
焼

半
　
焼

部
分
焼

ぼ
　
や

計2件

計1件

計1件

2

6

2 1

2 1

1

5

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

そ の 他

事後聞知

駆け付け

警察電話

加入電話(携帯)

加入電話(固定)

119(携帯電話)

119(固定電話NTT)

119(固定電話NTT除く)

建物火災

林野火災

車両火災

その他の火災

計11件

計5件

計3件

計1件
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原因別火災発生状況

５ヵ年火災状況

火災件数 20件

2

1

1

1

1

2

1

1 1

1

1

2

1

1

1

2

0 1 2 3 4 5

不明・調査中

その他

取灰

衝突の火花

灯火

たき火

たばこ

ストーブ

電気機器

こんろ

放火

建物火災

林野火災

車両火災

その他の火災

計4件

計4件

計1件

計1件

計1件

計1件

計1件

計2件

計2件

計2件

計1件

10

11

7

8

13

1

1

1

2

4

4

2

4

7

5

6

4

6

0 5 10 15 20 25 30

令和３年

令和２年

令和元年

平成３０年

平成２９年

建物火災

林野火災

計17件

計20件

計20件

計24件

計15件
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消防事故発生状況

△は減少を示す。

消防事故原因別発生状況

前年との比較

18

38 7

22

1

△ 1

1

誤 報

漏 洩 流 出 事 故

種 別 原　　　　　　因 件　　　　　数

 たき火

 こんろ

 その他

　誤         　　報（件）

　合　　　　　 　計（件） 45

令和３年
(2021年)

6

15

2

　　　　　     年　別

 種　別

　無 　損 　事 　故（件）

　燃 焼 放 置 事 故（件）

　漏 洩 流 出 事 故（件）

　破 　裂 　事 　故（件）

　電　 気　 事　 故（件）

令和２年
(2020年)

5

1

14

2

4

1

 火煙等の誤認

 在宅高齢者緊急通報装置

1

1

1

 掃除機

合　　　　　計

 自動火災報知設備

 電気ストーブ

 その他

 交通事故

 部品の不具合

無 損 事 故

電 気 事 故
 その他（カーペット類）

 虚偽・いたずら

45

11

5

4

1

3

1

1

1

14
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署々別消防事故発生状況

月別消防事故発生状況

漏洩流出事故

9月 1

8月 1

3月

4 6

3 6

3

1 2

4月

11月

5月 1 2

1 1

2月 1

3 4

21

1

合　　計

（件）

青　　谷
消防分署
（件）

久 津 川
消防分署
（件）

本　　署

（件）

      署 々 別

種　別

6無 損 事 故

2

224

3 4

16

4 11

燃焼放置事故

10 45

1557 3

126

破 裂 事 故

2電 気 事 故

誤 報

19合 計

合　　計

（件）

誤　　報

（件）

電気事故

（件）

破裂事故

（件）

漏洩流出
事　　故
（件）

燃焼放置
事　　故
（件）

無損事故

（件）

   種 別

月 別

1 5

3

2 4

22 45

4 5

1

7月 2

2

2

2

1

12月 1

6月 1

2

10月 2

合 計 6 15

11月
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消防署・団出動状況

件
数

人
員

件
数

人
員

件
数

人
員

件
数

人
員

件
数

人
員

件
数

人
員

件
数

人
員

件
数

人
員

件
数

人
員

署 2 16 4 32 3 26 8 33 45 184 25 96 87 387

団 1 1 27 141 2 35 30 177

署 2 28 1 4 2 26 6 24 91 487 24 107 126 676

団 28 154 28 154

署 3 31 3 34 1 13 1 4 109 591 23 101 140 774

団 29 178 4 18 33 196

署 1 12 3 32 4 17 196 879 12 47 216 987

団 28 197 2 11 30 208

署 1 4 6 49 4 45 4 21 183 929 25 103 223 1,151

団 27 141 1 1 28 142

署 1 20 3 26 3 30 6 24 147 767 24 94 184 961

団 1 3 27 141 1 3 29 147

署 2 29 2 31 2 18 2 9 130 773 32 131 170 991

団 27 141 1 1 28 142

署 2 21 1 7 4 38 7 29 121 497 22 110 157 702

団 27 141 27 141

署 3 42 5 42 3 33 3 12 118 553 21 97 153 779

団 27 141 27 141

署 2 22 5 33 3 29 7 28 130 629 44 184 191 925

団 1 22 27 141 2 20 30 183

署 1 23 2 19 4 35 5 19 113 540 44 169 169 805

団 27 141 3 13 30 154

署 1 44 5 67 1 9 7 32 84 334 35 155 133 641

団 27 141 108 301 135 442

署 20 280 38 356 33 334 60 252 1,467 7,163 331 1,394 1,949 9,779

団 3 26 328 1,798 124 403 455 2,227

12

合
計

3

4

5

6

7

救　助
救 急
支 援

9

10

11

8

管　外 訓　　練 そ の 他 合　　計

1

2

区分

月 別

火  災
消 防
事 故

風水害
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第７  救  急  関  係  

 

救急概要 

 令和３年中の救急出動件数は３，３８８件、搬送人員は３，２２６

人で前年と比べ出動件数は１０件、搬送人員は２２人減少し、１日平

均９．３件の出動となっている。  

これを事故種別ごとにみると、急病２，３３８件、一般負傷５５９

件、交通事故２２５件で全体の９２．１％を占め、以下転院搬送１３

０件、労働災害３８件、運動競技及び自損行為が各２６件、加害１１

件、火災３件、水難１件、その他３１件の順となっている。  

事故種別ごとの状況を前年と比較すると、一般負傷５６件、転院搬

送２４件、運動競技１２件、火災２件、水難、労働災害及び加害が各

１件、その他５件の増加に対し、急病９３件、交通事故１１件、自損

行為８件の減少となっている。  

搬送人員３，２２６人の傷病程度については、死亡４５人、重症１

７７人、中等症１，３０２人、軽症１，７０２人であり、入院加療を

必要としない軽症者が全体の５２．８％を占めている。  

事故種別ごとに軽症者の占める割合をみると、急病４９．５％、交

通事故７８．５％、一般負傷６５．７％となっている。  

医療機関への収容先については、城陽市内５０．０％、久御山町内

２２．９％、宇治市内１８．８％、京田辺市内５．３％、京都市内２．

３％、その他の京都府内０．２％、他府県０．５％となっている。  

市民等に対する応急手当普及啓発活動は、上級救命講習の実施はな

く、普通救命講習Ⅰ（３時間）を１９回１７７人、その他の講習を２

３回８７２人に対して実施している。  

令和３年中の救急出動状況は、前年と比べ出動件数で０．３％、搬

送人員で０．７％の減少となっている。搬送人員のうち、高齢者の占

める割合は６９．５％で、前年と比べると０．１ポイントの減少とな

っているが、高齢化社会を象徴する状況が続いている。  

また、搬送人員に占める軽症者比率が高いことから、今後も救急車

の適正利用について啓発活動を続けるとともに、救急隊現場到着まで

の空白時間を埋めるため、応急手当普及啓発活動をさらに推進し、救

命率の向上に努める。  



救急状況

出動件数
うち
管外

搬送人員 出動件数
うち
管外

搬送人員 出動件数
うち
管外

搬送人員

3 3 1 1 2 2

1 1 1 1

225 2 214 236 235 △ 11 2 △ 21

38 36 37 37 1 △ 1

26 26 14 14 12 12

559 1 540 503 1 488 56 52

11 7 10 8 1 △ 1

26 23 34 26 △ 8 △ 3

2,338 3 2,247 2,431 4 2,332 △ 93 △ 1 △ 85

転 院 130 130 106 106 24 24

医 師 搬 送

資機材搬送

そ の 他 31 1 26 1 5 1 △ 1

3,388 8 3,226 3,398 5 3,248 △ 10 3 △ 22

     △は減少を示す。

9.3

8.9

21

△ 0.1

△ 3

１日平均搬送人員

１日最多出動件数

9.3

8.8

18

加 害

自 損 行 為

急 病

事

　
　
　
　
故

　
　
　
　
種

　
　
　
　
別

１日平均出動件数

前 年 と の 比 較令和３年(2021年) 令和２年(2020年)

168

出 動 延 べ 人 員

火 災

自 然 災 害

水 難

合 計

不 搬 送 件 数

　
          年　別
 区　分

そ
の
他

交 通 事 故

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

10,667

170

10,504

△ 2

163
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本署
久 津 川
消防分署

青    谷
消防分署 管外 合計 本署

久 津 川
消防分署

青    谷
消防分署 管外 合計

2 1 3 2 1 3

1 1

126 66 31 2 225 122 65 25 2 214

26 6 6 38 26 6 4 36

23 3 26 23 3 26

314 196 48 1 559 309 184 46 1 540

8 3 11 5 2 7

15 9 2 26 12 9 2 23

1,268 793 274 3 2,338 1,212 760 272 3 2,247

転 院 45 34 51 130 45 34 51 130

医 師 搬 送

資機材搬送

そ の 他 15 13 2 1 31

1,840 1,125 415 8 3,388 1,754 1,065 401 6 3,226

1,843 1,110 440 5 3,398 1,764 1,051 428 5 3,248

△ 3 15 △ 25 3 △ 10 △ 10 14 △ 27 1 △ 22

署々別救急状況

　　　　　署々別

 区　分

交 通 事 故

労 働 災 害

自 然 災 害

水 難

事
　
　
　
故
　
　
　
種
　
　
　
別

火 災

加 害

自 損 行 為

出 動 件 数 搬 送 人 員

増 減

△は減少を示す。

急 病

そ
の
他

合 計

前 年 累 計

運 動 競 技

一 般 負 傷
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転

院

医

師

搬

送

資
機
材
搬
送

そ

の

他

出動件数 3,388 3 1 225 38 26 559 11 26 2,338 130 31

不 搬 送 168 1 15 2 19 4 3 93 31

搬送人員 3,226 3 214 36 26 540 7 23 2,247 130

出動件数 289 16 2 2 56 2 3 195 10 3

不 搬 送 15 3 2 1 6 3

搬送人員 274 13 2 2 54 1 3 189 10

出動件数 232 14 1 1 43 2 1 161 8 1

不 搬 送 15 2 3 1 8 1

搬送人員 218 12 1 1 40 2 154 8

出動件数 289 16 4 2 48 1 3 204 8 3

不 搬 送 18 2 5 1 1 6 3

搬送人員 272 15 4 2 43 2 198 8

出動件数 258 1 21 4 1 28 1 3 184 14 1

不 搬 送 14 1 12 1

搬送人員 244 1 20 4 1 28 1 3 172 14

出動件数 252 22 4 43 1 4 165 11 2

不 搬 送 10 1 1 6 2

搬送人員 243 22 4 42 1 4 159 11

出動件数 277 19 4 1 33 205 12 3

不 搬 送 10 1 6 3

搬送人員 267 18 4 1 33 199 12

出動件数 309 1 24 4 6 47 2 204 14 7

不 搬 送 21 2 2 10 7

搬送人員 290 1 24 4 6 45 2 194 14

出動件数 320 10 2 1 49 1 3 240 13 1

不 搬 送 17 2 1 13 1

搬送人員 303 10 2 1 47 1 2 227 13

出動件数 269 17 3 3 49 2 184 10 1

不 搬 送 10 1 8 1

搬送人員 260 17 2 3 49 2 177 10

出動件数 303 1 1 23 4 2 45 3 211 10 3

不 搬 送 13 1 1 8 3

搬送人員 290 1 22 4 2 45 3 203 10

出動件数 302 23 5 2 60 2 1 192 13 4

不 搬 送 14 2 1 1 1 5 4

搬送人員 288 21 4 2 59 1 1 187 13

出動件数 288 20 1 5 58 1 1 193 7 2

不 搬 送 11 3 1 5 2

搬送人員 277 20 1 5 55 1 188 7

自

損

行

為

急

病

月別救急状況

月

　
　
　
別

区　　分

合

　
　
　
計

事 故 種 別

そ の 他火

災

自

然

災

害

加

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

4
月

水

難

交

通

事

故

5
月

労

働

災

害

合

計

1
月

2
月

3
月

12
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月
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急

　
　
病

交

通

事

故

一

般

負

傷

そ

の

他

合

計

10 分 未 満

10 ～ 20 分 未 満 94 15 24 11 144 4.5

20 ～ 30 分 未 満 1,088 113 274 87 1,562 48.4

30 ～ 60 分 未 満 1,036 85 240 110 1,471 45.6

60 ～ 120 分未満 28 1 2 17 48 1.5

120 分 以 上 1 1 0.1

合 計 2,247 214 540 225 3,226 100

9

収容所要時間別救急搬送人員状況

現場到着所要時間別救急出動状況 出動件数   ３，３８８件

 
比
率
（

％
）

     　 事故種別

  所要時間

※比率については、項目毎に四捨五入しているため、合計の一致しない場合がある。

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

3分未満

3分以上5分未満

5分以上10分未満

10分以上20分未満

20分以上

21 

145 

2,756 

462 

4 
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急

病

交

通

事

故

一

般

負

傷

そ

の

他

合

計

1,082 129 317 69 1,597 49.5

14 1 15 0.5

救急告示 425 21 86 67 599 18.6

その他 6 1 7 0.2

救急告示 552 45 104 37 738 22.9

その他

救急告示 113 16 30 13 172 5.3

その他

救急告示 45 1 1 26 73 2.3

その他 1 1 2 0.1

救急告示 4 1 3 8 0.2

その他

救急告示 5 1 9 15 0.5

その他

救急告示 2,226 214 538 224 3,202 99.3

その他 21 2 1 24 0.7

2,247 214 540 225 3,226

  ※比率については、項目毎に四捨五入しているため、合計の一致しない場合がある。

合 計

病
　
院計

その他の場所

100

事故種別・搬送病院別救急搬送人員状況

 
           事故種別

 病　　院

18.8

久
御
山
町

京
田
辺
市

22.9

比

　
率
（

％
）

管
　
内

救急告示

50.0

5.3

その他

その他の場所

管
　
　
　
　
　
　
外

宇
治
市

京
都
市

2.3

上
記
以
外

府
　
　
内

0.2

他
府
県

0.5
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9

覚知別救急出動状況

５ヵ年救急状況

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

平成２９年

(2017年)

平成３０年

(2018年)

令和元年

(2019年)

令和２年

(2020年)

令和３年

(2021年)

出動件数 3,751 3,948 3,863 3,398 3,388

搬送人員 3,606 3,774 3,674 3,248 3,226

3,751

3,948

3,863

3,398 3,388

3,606

3,774

3,674

3,248
3,226

専用

3,175

93.7%

警察

85

2.5%

加入

64

1.9%

かけつけ

23

0.7%

自己覚知

10

0.3%

その他

31

0.9%

出動件数
３，３８８件
１００％

- 47 -



9

地区別救急出動状況

月別救急出動状況 出動件数  ３，３８８件

※比率については、項目毎に四捨五入しているため、合計の一致しない場合がある。

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

１月 ３月 ５月 ７月 ９月 １１月

289

232

289

258 252

277

309 320

269

303 302
288

久津川

603

17.8%

久世

584

17.2%

寺田

713

21.0%

今池

565

16.7%

富野荘

569

16.8%

青谷

346

10.2%

管外

8

0.2%

出動件数
３，３８８件
１００％
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9

曜日別救急出動状況

出動件数  ３，３８８件覚知時間別救急出動状況

※比率については、項目毎に四捨五入しているため、合計の一致しない場合がある。

0 100 200 300 400 500

０～２

２～４

４～６

６～８

８～１０

１０～１２

１２～１４

１４～１６

１６～１８

１８～２０

２０～２２

２２～２４

142

117

122

226

452

446

384

332

369

341

292

165

月曜日

558

16.5%

火曜日

493

14.6%

水曜日

474

14.0%木曜日

471

13.9%

金曜日

483

14.3%

土曜日

462

13.6%

日曜日

447

13.2%

出動件数
３，３８８件
１００％
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9

０７表

搬送人員  ３，２２６人

診療科目別救急搬送人員状況

年齢区分別救急搬送人員状況

搬送人員  ３，２２６人

0

100

200

300

400

500

600

700

内科 脳神経

外 科

整形

外科

消化器

内科

循環

器科

呼吸器

内科

神経

内科

泌尿

器科

外科 小児科 精神科 皮膚科 その他

診療科目別 609 535 530 324 281 270 191 124 105 94 44 25 94

609

535 530

324

281 270

191

124
105 94

44
25

94

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

新生児

乳幼児

少年

成人

高齢者

121 

76 

787 

2,242 
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傷病程度別救急搬送人員状況

2 1 3 33.3

1 9 36 168 214 78.5

1 3 13 19 36 52.8

6 20 26 76.9

1 15 169 355 540 65.7

7 7 100.0

3 1 15 4 23 17.4

38 131 965 1,113 2,247 49.5

転 院 1 18 96 15 130 11.5

その他

45 177 1,302 1,702 3,226 52.8

1.4 5.5 40.4 52.8 100

急 病

労 働 災 害

運 動 競 技

一 般 負 傷

加 害

自 損 行 為

※比率については、項目毎に四捨五入しているため、合計の一致しない場合がある。

合

計

軽
症
者
比
率
（

％
）

火 災

自 然 災 害

水 難

軽

症

そ

の

他

交 通 事 故

　　　 傷病程度別

　事故種別

死

亡

重

症

中

等

症

そ

の

他

合 計

比率（％）
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自 動

自 動 40 3 6 49

食 道 閉 鎖 式
エ ア ウ ェ イ 18 1 19

気 管 挿 管 3 3

13 1

Ｃ Ｐ Ａ 7 1 8

シ ョ ッ ク

低 血 糖 6 6

13 1

ア ド レ ナ リ ン 7 1 8

ブ ド ウ 糖 6 6

救急隊員の行った応急処置状況

事 故 種 別 急 病 交通事故 一般負傷 そ の 他

応急処置対象人員 2,246 214 540 224 3,224

合 計

搬 送 人 員 2,247 214 540 225 3,226

応

急

処

置

止 血 24 12 55 14

人 工 呼 吸 1 1

心マッサージ

105

固 定 2 77 38 18 135

酸 素 吸 入 455 10 24 47 536

心 肺 蘇 生 54 2 5 6 67

保 温 694 34 131 58 917

気 道 確 保 67 2 7 6 82

在宅療法継続 23 2 25

被 覆 10 28 99 16 153

25

除 細 動 8 1 9

血 圧 保 持

静 脈 路 確 保

薬 剤 投 与

そ の 他 2,245 214 540

血 糖 値 測 定 25

68 38 790

223 3,222

血 圧 測 定 2,130 210 517 215 3,072

14

14

※　一人の傷病者に対して複数の応急処置を行った場合もそれぞれの項目に記入してあります。

合 計 9,665 866 2,083 944 13,558

心 電 図 1,064 23 63 83 1,233

血中酸素飽和

度 の 測 定
2,195 212 533 218 3,158

聴診器による

心音等の聴取
642 42
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月 講習名 回   数 受講人員 指導人員 出動車両

上級救命講習

普通救命講習Ⅰ

そ の 他 講 習

上級救命講習

普通救命講習Ⅰ

そ の 他 講 習

上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 3 14 3 2
そ の 他 講 習 1 122 4 1
上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 1 6 1
そ の 他 講 習

上級救命講習

普通救命講習Ⅰ

そ の 他 講 習

上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 2 15 2 1
そ の 他 講 習 6 370 15 6
上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 4 63 7 4
そ の 他 講 習 5 140 12 4
上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 1 4 1 1
そ の 他 講 習 2 36 3 2
上級救命講習

普通救命講習Ⅰ

そ の 他 講 習

上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 1 6 1 1
そ の 他 講 習 4 51 6 4
上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 4 45 6 2
そ の 他 講 習 1 12 1 1
上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 3 24 3 1
そ の 他 講 習 4 141 6 2
上級救命講習

普通救命講習Ⅰ 19 177 24 12
そ の 他 講 習 23 872 47 20

 市民等に対する応急手当普及啓発活動の実施状況

１月

２月

９月

１０月

１２月

計

３月

４月

５月

６月

７月

８月

１１月
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第８ 救 助 関 係 

 

 救助概要 

令和３年中の救助出動件数は４８件で前年と比べ１５件の増加、活動件

数は３２件で前年と比べ７件の増加、救助人員は２３人で前年と比べ９人

の増加となっている。 

これを事故種別ごとにみると、交通事故の出動件数は８件で活動件数が

６件、水難事故の出動件数は１件で活動件数は１件、機械による事故の出

動件数は１件で活動件数は１件、建物等による事故の出動件数は３件で活

動件数は３件、その他の事故の出動件数が３５件で活動件数が２１件とな

っている。 

一方、救助人員と傷病程度を事故種別ごとにみると、交通事故では６人

を救助しており、中等症２人、軽症４人、水難事故では１人を救助してお

り、死亡１人、機械による事故では１人を救助しており、死亡１人、建物

等による事故では２人を救助しており、軽症１人、不搬送１人、その他の

事故では１３人を救助しており、重症２人、中等症４人、軽症２人、不搬

送５人となっている。 

  令和３年中の救助出動件数は、前年と比べ１５件の増加となったが、今

後、新名神高速道路の全線開通等により救助事象は複雑多様化することが

想定されるため、訓練を重ね隊員の知識・技術・体力の向上を図るととも

に、救助資器材の整備を行い、安全・確実・迅速な救助活動が展開できる

ように努める。 



救助状況

出
動
件
数
（
件
）

活
動
件
数
（
件
）

救
助
人
員
（
人
）

出
動
件
数
（
件
）

活
動
件
数
（
件
）

救
助
人
員
（
人
）

出
動
件
数
（
件
）

活
動
件
数
（
件
）

救
助
人
員
（
人
）

8 6 6 7 4 6 1 2

1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1

3 3 2 3 3 2

35 21 13 25 20 7 10 1 6

48 32 23 33 25 14 15 7 9

事故別傷病程度状況

死
　
亡

重
　
症

中
等
症

軽
 
症

そ
の
他

不
搬
送

2 4

1

1

1 1

2 4 2 5

2 2 6 7 6

建 物 等 に よ る 事 故

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故

破 裂 事 故

機 械 に よ る 事 故

　　　　　　　　年　別

　事　故　種　別

交 通 事 故

水 難 事 故

風 水 害 等 自 然 災 害

令和３年
（2021年）

令和２年
（2020年）

前年との比較

火 災

傷病程度（人）

そ の 他 の 事 故

合 計

　　　　傷　病　程　度

　事　故　種　別

活
動
件
数
（
件
）

救
助
人
員
（
人
）

△は減少を示す。

火 災

交 通 事 故 6 6

水 難 事 故 1 1

風 水 害 等 自 然 災 害

機 械 に よ る 事 故 1 1

建 物 等 に よ る 事 故 3 2

ガ ス 及 び 酸 欠 事 故

合 計 32 23

破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故 21 13

                               - 55 -



署々別救助発生状況

出
動
件
数
（
件
）

活
動
件
数
（
件
）

救
助
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件
）
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動
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（
件
）

救
助
人
員
（
人
）

出
動
件
数
（
件
）

活
動
件
数
（
件
）

救
助
人
員
（
人
）

6 4 4 1 1 1 1 1 1 8 6 6

1 1 1 1 1 1

1 1 1 1 1 1

2 2 2 1 1 3 3 2

19 11 6 12 7 4 3 2 2 1 1 1 35 21 13

27 17 12 14 9 5 4 3 3 3 3 3 48 32 23

管 外 合 計

建物等による事故

 　　　　  署 々 別

　
  事　故　種　別

本 署
久 津 川
消防分署

青    谷
消防分署

火 災

交 通 事 故

水 難 事 故

風水害等自然災害

機 械 に よ る 事 故

ガス及び酸欠事故

破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故

合 計

５ヵ年救助状況
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